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7/6～　AIP強化期間が始まります
　　　　AIPとはなにか 各実行委員会の取り組み

生徒会執行部

美化実行委員会

⚪︎挨拶企画として、「あいさつ見える化」を行う
⚪︎生徒会執行部が週に2回お昼の放送でAIPや学校生活に　
ついて呼びかけをする

生活実行委員会

広報実行委員会

図書実行委員会

福祉実行委員会

保体実行委員会

〇ルックタイム
〇陵成heroes
〇ピンクシャツ運動

〇ビューティーロッカーランキング
〇掃除チェック

〇ノーチャイムデー

〇おすすめの本をお昼の放送で紹介

〇換気チェック
〇ハンカチチェック
〇熱中症ポスター

〇ユニセフ募金

　7月6日から、AIP強化期間が始まります。一年生は初
めてのAIP強化期間となりますね。AIP強化期間は、単な
る私服期間ではありません。
　そもそも、AIPとはなんでしょうか。
AIPのAは、advance・進歩前進、
Iはindependence・自主自立、
Pはpersonality・個性を表しています。
　自分で考え、判断し、行動する。周りの意見に流され
ずに、自分らしく過ごす。この二つを大切にして欲しい
と考えています。
　AIP強化期間の意味を考え、各委員会の取り組みを行
いましょう。
　毎日の服装を、自分で考えて着てくるのもその一つと
いえます。集会がある日は、どのような服装で来たら良
いでしょうか。体育がある日は、朝から体操服を着てく
ると、着替えの時間が短縮され、効率が良いですね。ま
た、ダメージが入ったズボンや、短すぎるスカートなど
の派手な服装は、学校生活にふさわしいと言えるでしょ
うか。AIPの考え方に基づいて、一度友だちと話し合っ
てみるのも素敵ですね。
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生徒会執行部挨拶企画「あいさつ見える化」について

　あいさつは学校生活の基本であり、相手への感謝や敬意を表す大切な行動です。また、元気
なあいさつな学級や学校全体の雰囲気を明るくする力もあります。
　今回のaip強化期間では、各授業の始まりと終わりの挨拶を通して、挨拶について考えるこ
と、現状を知り、自ら改善について考えて行動できることを目指す「あいさつ見える化」という
取り組みを行います。活動内容は、各授業の始まりと終わりのあいさつについて、授業担当の
先生に簡単な評価（5点満点）をお願いし、あいさつの現状を点数で知ることで、クラス全体が
より改善しようとする意識を向上させ、あいさつをより良いものにするというものです。この
活動には、AIP精神の中でも特に「advance(進歩)」と「independence(自立)」に深く関わって
います。「今の自分たちのあいさつはどのような状態なのか」を知り、「どうしたらもっと良
くなるのか」を自分たちで考え、より良い方向へ進んでいこうとすることが、この二つに関係
します。また、もらった評価は毎授業記録し、帰りの会で振り返ったりなどして、より良い進
歩につなげましょう。AIP強化期間を通して、生徒一人ひとりがあいさつについて考え、自主的
な改善につなげることで、陵成中学校らしいAIP精神を実践できる活動にしたいと考えていま
す。

　昨年、前の執行部が、学校生活を送る上での上履きは今のスリッパで良いのか、かかとがあるタイプが良いのかという内容の
アンケートを2、3年生に取りました。その結果どちらの意見も半々に分かれたため生徒会執行部で検討していました。しかし、
陵成中学校のスリッパを販売している業者は、中東情勢によりナフサが不足し、スリッパの価格が大幅に高騰したため、来年度
よりスリッパの販売を中止します。その影響で、来年度以降上履きをどうしてくかは、執行部を中心に検討を続けていきます。

スリッパについて


